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令和６年度からBSE検査対象牛が変わります

国の防疫指針改正に伴い、令和６年４月１日から、96か月齢以上の死亡
牛全頭検査が廃止され、月齢に関わらず生前にBSEを疑う症状を呈した牛
が検査の対象となります。

牛飼養者の皆様におかれましては、以下にご留意の上、引き続き検査の
円滑な実施にご協力をお願いします。

○BSE検査の実施時には、検査促進費（生前のBSEを疑う症状に関する情報提供）
と検体提供費（農家から家畜保健衛生所への検体持込み）が京都府家畜畜産物
衛生指導協会から助成されます。（従前の輸送促進費と化製処理費は廃止）

〇検査体制（平日＋休日（隔日）受付）については、当面、従来どおりとしますが、検
査対象牛の搬入状況等に応じて、随時見直すこととしますので、ご承知おきくださ
い。

BSE検査対象となる牛

改正前（従来のBSE検査） 改正後（令和６年４月からのBSE検査）

【全月齢】
特定症状※1を呈する牛

【48か月齢以上】
①起立不能を呈し、かつ
②進行性の神経症状を呈する牛
【48か月齢未満】
家畜防疫員が必要と認めた
死亡牛又はとう汰された牛
例：歩行困難、起立不能を呈した牛

【96か月齢以上】
一般的な死亡牛

※1 興奮しやすい、音・光に対する過敏な反応等の
神経・行動異常

【全月齢】
特定症状※1を呈する牛

【全月齢】
特定症状以外のBSEが否定でき
ない症状を※2を呈する牛

※2 犬座姿勢、異常歩様、起立不能等の非
特異的な臨床症状がみられるもの
（感染症、代謝性、外傷性等の一般的な
理由で説明できるものを除く）

BSEを疑う症状を呈した牛を標的
としたサーベイランスを実施

廃止

変更なし

実質変更なし
※さらに症状
の絞り込み


